
２０２１年 ３月２２日 

第１０号 

ご  案  内  
1 0 - 1 . 理 事 長 ご 挨 拶  

江戸東京の歴史文化資源を活かした観光まちづくり プラットフォームの設立へ 

会 員 資 格 ご 継 続 に 関 す る 手 続 き 変 更 の お 知 ら せ  

事 務 局 か ら の ご 案 内 ・ お 問 合 せ 先  

1 0 - 2 . ボ ラ ン テ ィ ア の 皆 さ ま と 役 員 の 座 談 会  

本丸御殿など江戸城全体整備構想の策定並びに江戸東京歴史文化資源を活用した観光まちづくり 

＊別紙資料．ご存じですか？①江戸城本丸御殿②東御苑天守台座(石垣) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人 江戸東京歴史文化ルネッサンス（Ｅｄｏ Ｔｏｋｙｏ Ｒｅｎａｉｓｓａｎｃｅ） 

近未来の世界遺産を目指す 

江戸城・城下町ルネッサンス 

 

江 戸 東 京 の 歴 史 文 化 資 源 を 活 か し た 観 光 ま ち づ く り  
        

プラットフォームの設立へ  
        

        

 緑の美しい季節を迎えました。皆様は、如何お過ごしでしょうか。  
        

 昨年は財団設立３周年の記念行事として調査研究委員会の開催並びに、シ

ンポジウム＆パネルディスカッションを開催することが出来ました。  

共催者の日本イコモス国内委員会さま、第一線でご活躍の研究者の皆様、文

化財保存計画協会等のアドバイザーの皆さま、ご後援を戴いた千代田区や歴

史文化まちづくりの皆さま、会員やボランティアの皆さまに、改めて篤く、

御礼を申し上げます。  
        

 お蔭様で、私達は、近未来の世界遺産を目指し「本丸御殿などの江戸城等全体整備構想の

策定並びに江戸東京の歴史文化資源を活かした観光まちづくりを推進する」、構想の基本的

な視点を確かなものにすると共に財団設立 3周年を記念しプラットフォーム設立を宣言致し

ました。  
        

＊日本イコモス国内委員会（国連教育科学文化機関（ユネスコ）の諮問機関）  

１９６５年に設立した世界遺産登録の審査やモニタリング活動等を行う国際的な

ＮＧＯの国内委員会で、文化遺産保存分野の第一線の学者や団体関係者が様々な

活動を行っており、２０１８年に「文化的景観としての皇居外苑の再生に関する

提言」を、環境大臣や関連省庁などに行っております。  
        

＊文化財保存計画協会（文部科学省・文化庁の認定団体）  

国内外の文化財など歴史文化遺産の保存計画等の活動を行っており現在、江戸城

外郭の正門である常磐橋門跡の保全も担当されております。  
        

 現在の世界的なパンディミック・コロナ禍など厳しい社会経済環境下の状勢分析から、「本

丸御殿の復元検討などの江戸城等全体整備構想の策定」は、一旦、留保しつつも、  

その方針を堅持し人・モノ・資金などの体制が整い次第、策定活動を開始する所存です。  

 同時にこの「構想」の策定活動と表裏一体のテーマとして「江戸東京の歴史文化資源を活

かした観光まちづくり」の形成に寄与することを目的に、活動を推進して参ります。  
        

 この運動を着実に次世代に継承していけば、必ずや日本最大の城郭都市東京が実現するこ

とが出来るでしょう。  その夢実現の為、日々の取り組みを着実に進めて参ります。  
        

皆さまには、この活動へのご参加とご支援を賜りますよう、  

何卒、よろしく、お願い申し上げます。  
        

        

２０２１年（令和３年） ３月２２日 

理事長 小竹直隆 



 
       

       

       

 
       

 
       

 
       

 

 

一般財団法人 江戸東京歴史文化ルネッサンス ＊下記のとおりＦＡＸを変更しております。 
 〒113-0033 東京都文京区本郷 2-25-6-1023 、 Ｅメール zaidanedojo@gmail.com  
 ホームページ https://zaidan-edojo.or.jp/ 、  
ＦＡＸ 03-3977-3510 個人情報保護に関する場合のＦＡＸは控えさせて戴いておりますのでご理解を賜ります

ようお願い致します。 
 ※現在、新型コロナウイルス対策のため、テレワークを中心に活動致しております。 

ご用の際はＥメール若しくはハガキ等郵送にて頂ければ幸いです。 

お問合せ先 

【編集後記】お蔭さまで、3周年記念行事も終わり、現在は、調査研究報告書の策定を進めております。この度は、

ボランティアの皆さまと役員による座談会を開催しその特集号と致しました。その背景は、機関誌だけでは十分に

理解できないこともある等のお声を戴いておりました。皆さまからの「何故？」という問いかけにお答えすること

が出来たでしょうか？これをきっかけに、活発な意見交換がされることができれば幸でございます。（Ｕ） 

色々なことが動いております。機関誌でもお知らせして参りますので是非ご注目ください。（Ｙ） 

・現在、当会ホームページ（https://zaidan-edojo.or.jp/）の更新を進めております。 

 内容は改めてお知らせいたします 

  

・Ｅメールアドレスをご登録し、セミナー情報・ニュース等をご案内致します！ 
 よろしければ、お名前（フリガナ）ご記載のメールを下記当会アドレスまでお送りください。 

 また、ご変更の際はお知らせ頂ければ幸いです。 

  

・会員・市民の皆さまからのご意見を、今後ともお寄せください！お待ちしております。 

  

・当会資料がご入用の際は、下記お問合せ先までご連絡ください。ホームページにも掲載しております。 

 当会は2004年市民運動「江戸城再建を目指す会（後のNPO法人）」を創立以降12年の運動の集大成として2017年1

月に一般財団法人を設立し、現在に至りました。詳細は「市民団体の創立から、これまでに至る歩み」をご覧く

ださい。 
＊現在の NPO法人「江戸城天守を再建する会」は、天守単体の復元を目指し世論喚起の活動を旨としております。当会の江戸

城全体整備構想における事業や運動論とは異なる活動をしておりますので、ご留意頂きますようお願い申し上げます。 

事務局からのご案内 

 世界的なパンディックミック・コロナ禍により事業と運動の再検証を継続して進めております。 

事務局ではテレワークを中心に作業や管理業務を行っております。 

つきましては、会員の皆様には、何卒、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

変更の詳細は、別紙「会員資格ご継続に関する手続き変更のお知らせ」にてご確認ください。 

    
・これまで、入会日基準にてご送付していた「会員資格ご継続のご案内」を、この度より、機関誌の封

筒ラベル及び同封の払込票（銀行口座をご利用の場合は入会申込書）に替えさせて戴きます。 

    

・封筒ラベル記載の会員種別と払込票(入会申込書)記載の会員種別表を照合し、払込票(入会申込書)

に、ご希望の種別をご記載のうえ、お払込み下さい。 

    

・会費や寄付金の領収書は、銀行振込票とさせていただきます。 

    

・ご入金戴いた「御礼のはがき」は寄付金のみにさせていただきます。 

会員資格ご継続に関する手続き変更のお知らせ  


